
８
月
４
日
（
土
）
に
「
子
ど
も
の
ア
レ

ル
ギ
ー
と
食
事
」
と
題
し
て
下
関
市
立
市

民
病
院
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科
の
永
田
良

隆
医
師
に
よ
る
母
子
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

  

主
な
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
気

管
支
喘
息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・
副
鼻

腔
炎
、
ス
ギ
花
粉
症
な
ど
が
あ
り
、
近
年

増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
食
生
活
が
急

激
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
適
応
障
害

で
す
。
具
体
的
に
は
食
生
活
が
和
食
か
ら

洋
風
食
へ
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原

因
で
す
。(

大
人
も
同
様)

 

 

                

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
「
過
剰
に
摂
取
し
て

十
分
に
処
理
で
き
な
か
っ
た
『
余
分
な
お

荷
物
』
が
、
皮
膚
や
気
道
（
呼
吸
器
系
）

に
排
泄
さ
れ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
「
お
荷
物
」
の
正
体
は
た
ん
ぱ
く
質

（
肉
類
・
鶏
卵
・
牛
乳
）
の
摂
り
す
ぎ
と
、

植
物
油
（
サ
ラ
ダ
油
）
の
摂
り
す
ぎ
で
す
。 

   

植
物
油
（
サ
ラ
ダ
油
）
の
問
題
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

①
活
動
量
の
少
な
い
乳
幼
児
に
は
、
高
カ

ロ
リ
ー
な
の
で
、
「
余
分
な
お
荷
物
」

に
変
化
す
る
。 

②
過
剰
摂
取
で
炎
症
物
質
を
増
や
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
を
招
く
。 

③
サ
ラ
ダ
油
に
は
健
康
被
害
を
も
た
ら

す
物
質
（
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
な
ど
）
が

初
め
か
ら
含
ま
れ
て
い
る
。 

                          

  

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え
る
の
に
重

要
な
栄
養
素
と
し
て
、
α
リ
ノ
レ
ン
酸

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
、

Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
が
あ

り
ま
す
。
α
リ
ノ
レ
ン
酸
は
野
菜
類
、

海
藻
類
に
多
く
含
ま
れ
、
ま
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
と

Ｄ
Ｈ
Ａ
に
は
魚
類
、
特
に
青
魚
に
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
和
食
」
に

多
く
含
ま
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
和
食
」

に
な
る
ほ
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
り
ま
す
。 

                   

↑
座
長
の
豊
田
医
師 

専
門
医
が
教
え
る 

子
ど
も
の 

ア
レ
ル
ギ
ー
と
食
事 

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
と
食
事 

体
で
生
じ
た
「
お
荷
物
」
が
原
因  
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(１)
た
ん
ぱ
く
質
（
＝
主
菜
） 

日
常
は
魚
介
類
・
豆
類
中
心
に 

①
鶏
卵
は
週
に
１
～
２
個 

②
牛
乳 

飲
め
る
人
の
み
毎
日
２
０
０
㎖ 

③
肉
類 

週
に
２
～
３
回 

（
野
菜
を
３
倍
量
添
え
る
、
和
風
に
調
理
！
） 

魚
２
：
肉
１
の
バ
ラ
ン
ス
で
。 

(２)
脂
質
は
和
風
の
「
炒
め
煮
」
程
度 

①
揚
げ
物
は
運
動
量
の
多
い
と
き
に
（
５

歳
過
ぎ
か
ら
） 

②
過
酸
化
脂
質
の
多
く
含
む
マ
ー
ガ
リ

ン
・
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
は
避
け
る 

③
植
物
油
を
含
む
加
工
食
品
、
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
は
要
注
意 

※
賢
い
植
物
油
の
使
用
方
法
（
開
封
後
は

冷
蔵
庫
保
存
） 

①<

生>

用
：
シ
ソ
油
（
＝
エ
ゴ
マ
油
） 

②<

揚
げ
物>

用
：
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン

オ
リ
ー
ブ
油 

（３）
野
菜
・
海
藻
類
（
＝
副
菜
）
に
含

ま
れ
る
栄
養
素
も
し
っ
か
り
と 

種
類
を
多
く
、
野
菜
は
１
日
に
３
５
０

ｇ
食
べ
ま
し
ょ
う 

※
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
１
口
20

回
か
む
！ 

   

  

Ｑ 

子
ど
も
の
玄
米
摂
取
に
つ
い
て 

Ａ 

玄
米
は
大
人
に
は
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
の
消
化
能
力
は
未
熟
な

た
め
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
よ
っ
て
玄
米

は
子
ど
も
に
は
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
加
え
て
大
切
な
の
が
た
ん
ぱ
く

質
を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
で
す
。
お
肉
や

お
魚
が
少
な
い
と
栄
養
不
足
に
な
り
ま

す
。
た
ん
ぱ
く
質
源
を
大
豆
製
品
の
み
に

す
る
の
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
豆
製
品

は
た
ん
ぱ
く
質
の
質
を
示
す
ア
ミ
ノ
酸

ス
コ
ア
が
動
物
性
の
食
品
に
比
べ
て
低

い
か
ら
で
す
。
授
乳
中
の
お
母
さ
ん
や
、

成
長
期
の
子
ど
も
は
き
ち
ん
と
た
ん
ぱ

く
質
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

家
庭
で
和
食
療
法
を
実
践
さ
れ
る
と
、

立
派
な
ア
レ
ル
ギ
ー
総
合
医
と
し
て
多

く
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
予
防
で
き

ま
す
。 

永
田 

良
隆
氏 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

１
９
６
５
年
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
卒
業
。

現
在
、
下
関
市
立
市
民
病
院
「
小
児
ア
レ

ル
ギ
ー
科
」
外
来
診
療
を
担
当
。
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
を
は
じ
め
各
種
の
難
知
性
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
根
治
療
法
に
取
り
組
む
。 

※
当
日
の
資
料
等
を
ご
希
望
の
方
は
保

健
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ 

保
健
課
食
育
・
健
康
対
策
係 

℡
７
５
～
４
９
８
０ 

                                

              

来年度小学 1年生の 

健診を行います 
 来春 4 月に小学校に入学する新 1 年生(平成 24

年 4月 2日～平成 25年 4月 1日生まれ)を対象に、

校医による就学時健診を行います。 

対象世帯には案内通知を発送していますので、

忘れずに受診ください。転居する予定がある方は

来年度入学する学校の健診日に受診してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問合せ 学校教育課 75-4950 

 平成 30 年度  

標準農作業賃金表（秋季） 

平成 30 年 10 月 1 日（単位：円） 

作業名 基本 金額 備考 

稲刈り 

（コンバイン） 
10 アール 16,400  

もみ乾燥 コンバイン 1 袋 400  

稲刈りから乾燥調整 10 アール 26,000  

耕起（トラクター） 10 アール 7,600 
大豆後 

5,300 円 

麦機械播き 10 アール 8,000  

土壌改良剤散布 10 アール 1,300  

防除作業 

（乗用防除機） 
10 アール 1,800 農薬費別 

一般作業 1 日 8 時間 6,600  

●問合せ 農業委員会 ℡75-4976 

入学校 健診日 会場 時間 

御幸小 

小塩小 
10月 23日（火） 

うきは市民

センター3 階

(図書館) 

受付 

13時 30分

～14 時 

大石小 

山春小 
10月 24日（水） 

福富小 

江南小 
10月 30日（火） 

千年小 

吉井小 
10月 31日（水） 
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